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三角すい魔方陣 

 

図１の三角すいの●を打ったところに整数をあてはめて，１辺にならんだ３つの整数の和がすべて等しく

なるようにします。太郎君は１～１０の整数をあてはめようとしたところ，図２のようになってうまくいき

ませんでした。 

 

図１           図２ 

 

 

 

 

 

 

 

（１）どのようにしても１～１０の整数をあてはめることはできません。その理由を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

（２）１～９と１１を図１の●を打ったところにあてはめます。１辺にならんだ３つの整数の和がもっとも

小さくなるようにするとき，数のあてはめ方をすべて解答らんにかきなさい。解答らんはすべて使うと

はかぎりません。また，回転させてあてはめた数がすべて重なるものは，１つだけ書きなさい。 
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三角すい魔方陣 

（１）解答例：６本の辺にならんだ数の和は６の倍数＝偶数でなければならない。しかし，４個の頂点に書

かれた数は３回ずつ足されるので，１～１０の整数の和である５５に４個の頂点に書かれた数の和の２

倍を加えても奇数になるから。 

（２）解説参照 

 

（１）三角すいは真上から見ると図①のようになります。１辺にならんだ３

つの整数の和を□とすると，６本の辺にならんだ数の和は□×６となり

ます。このとき，図①においてＢの記号をつけた●に書かれた数は１回

ずつ足されていますが，Ａの記号をつけた●に書かれた数は３回ずつ足

されます。よって，□×６は，１＋２＋…＋１０＋（Ａの数の和×２）

＝５５＋（Ａの数の和×２）となりますが，□×６は偶数であるのに対

して，５５＋（Ａの数の和×２）は奇数ですから，成り立ちません。 

 

（２）□×６＝１＋２＋…＋９＋１１＋（Ａの数の和×２）＝５６＋（Ａの数の和×２）となります。Ａの

数の和は最小で１＋２＋３＋４＝１０なので，５６＋１０×２＝７６以上の６の倍数を小さい順に考え

ていきます。 

   まずは７８です。７８－５６＝２２，２２÷２＝１１であり，１１を４つの数に和分解すると， 

１＋２＋３＋５になります。１辺にならんだ３つの整数の和は７８÷６＝１３ですから，図②のアは 

１３－（１＋２）＝１０となるので，条件にあいません。 

 つぎに，□＝１４で１４×６＝８４の場合を考えます。（８４－５６）÷２＝１４であり，１４を４

つの数に和分解すると， 

１＋２＋３＋８＝１＋２＋４＋７＝１＋２＋５＋６＝１＋３＋４＋６＝２＋３＋４＋５となります。こ

れらのうちで，１＋２＋３＋８は，図③のイが１４－（１＋３）＝１０となってしまいます。また， 

１＋２＋５＋６は１＋６＝２＋５なので図④のウとエが等しくなってしまいます。１＋３＋４＋６と 

２＋３＋４＋５も同様にして条件を満たしません。 

 

   図②          図③          図④ 
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   １＋２＋４＋７の場合は，図⑤のようになって条件を満たします。よって，以下の２つが正解となり

ます。以下の２つは回転させても重ならないので，どちらもかかなければ正解ではありません。 

 

   図⑤          解答 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 

回転させて重なるものも正解 

この２つがかけていれば正解 

１ 

２ 

４ ７ 

５ ８ 
11 

９ ６ 

３ 

１ 

７ 

４ 

２ 

９ 

６ 

５ 

８ 

11 

３ 

１ 

４ 

７ 

２ 

６ 

３ 

９ 

８ 

５ 

11 


